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ュラス 2cm を適用した場合であった．実体モデルの鋳物モジュラスは 5cm 前後であるため，鋳物モジュラスだ
けでなく形状的な要因等でみかけよりも小さなモジュラスを適用しなければならない場合があることが考察され
た．  
第５章では，本予測法が実際の凝固現象を表現できるかを実機鋳造品の結果と比較し検証した．凝固収縮挙動
を鋳造シミュレーションソフトに適用し引け巣予測結果を実験結果と比較させた．また実機へ本手法を適用させ
た結果，鋳造品に適切な膨張収縮挙動を適用するには、凝固殻が生成した時期での未凝固部の最高温度と固相線
温度の差が近似するものを選択することで，従来の予測法と比べて実際の引け巣分布に最も近くなることを確認
した．また，湯流れ‐凝固連携解析を行うことで，凝固解析のみの場合よりも引け巣発生分布が実際の結果に更
に近くなることを確認した． 
従来の予測法では，引け巣発生分布が分からない，健全部位にも引け巣予測が示されるという課題があったが，
本予測法では実機鋳造品にて，引け巣発生部位にのみ引け巣が予測表示され，本解析及び膨張収縮挙動を実機に
適用することで，従来の解析手法よりもひけ巣予測精度が向上することが明らかになった． 
第6章は，本論文の総括であり，各章の要点をまとめた． 
本研究は，実現象に即した膨張収縮のやりとりをモデル化した計算プロセスを開発し，さらにそれを実機鋳造
品の引け巣予測に適用するための技術を明らかにするものである．本プロセスにより予測された膨張収縮量は，
高品質が要求される球状黒鉛鋳鉄鋳造品に適用可能であることを示した． 
今後の方向性として，湯流れ解析との組み合わせや専用のプログラムでの予測などに展開していき，更に精度の
良い予測法を追及していく． 
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